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紀
州
木
の
国　

和
歌
山
か
ら

◎第 62回植樹祭　わかやま 2011

天皇皇后両陛下

第 62回  全国植樹祭全国植樹祭
わかやま２０１１ わかやま２０１１ 

　第62回全国植樹祭が5月22日、和歌山県田辺市新庄総合公園を式
典会場に開催されました。全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森
林や緑に対する国民的理解を深めるため、毎年春季に天皇皇后両陛下
ご臨席のもと、社団法人国土緑化推進機構と開催県の共催により行な
う国土緑化運動の中心的行事です。
　昭和25年に山梨県で第1回が開催され、以降各都道府県を巡り毎年
開催されています。和歌山県においては昭和52年に那智勝浦で開催
して以来、2度目の開催になります。

　

和
歌
山
県
の
植
樹
祭
は
神
話
を
テ
ー

マ
に
し
た
歌
と
演
舞
、
映
像
を
駆
使
し

た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
の
前
に
は
国
際
森
林
年

子
ど
も
大
使
よ
り
、「
２
０
１
１
国
際

森
林
年
」に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル
宣
言

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
３
、８
０
０
人
余
り
の
参
加

者
が
見
守
る
中
、
山
伏
の
ほ
ら
貝
と
和

太
鼓
に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら
煙
が
立
ち
込
め
る

中
、森
の
精
霊
が
踊
り
な
が
ら
登
場
し
、

和
歌
山
県
が「
木
の
国
」と
呼
ば
れ
る
由

来
と
な
っ
た
創
生
神
話
が
演
舞
で
表
現

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
北
海
道
の
エ
ゾ

マ
ツ
を
皮
切
り
に
沖
縄
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
ま
で
47
の
都
道
府
県
木
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
入
場
し
ま
し
た
。
演

舞
が
終
了
す
る
と
、
大
会
ポ
ス
タ
ー
原

画
デ
ザ
イ
ン
感
謝
状
お
よ
び「
国
土
緑

化
・
国
際
森
林
年
」ふ
る
さ
と
記
念
切

手
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
、
三
旗
掲
揚
、
国
歌
斉

唱
に
続
き
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

に
対
し
、黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
で
国
土
緑
化
推
進
機
構
会

緑の神話　今　そして未来へ　紀州木の国から

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に

第第

子ども大使によるアピール宣言
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そ
の
後
、
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動

ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
緑
化
功

労
者
、
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
、
和
歌
山
県
緑
化
功
労
入
賞
者
が
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
県
内
の
学
校
の
代

表
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い
竹
ポ
ッ
ト
を

使
用
し
た
苗
が
鹿か

野の

道み
ち

彦ひ
こ

農
林
水
産
大

臣
に
手
渡
さ
れ
、
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る

お
手
植
え
・
お
手
播
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
皇
陛
下
は
介
添
え
す
る
緑
の

少
年
団
員
に
お
声
を
か
け
な
が
ら
ウ
バ

メ
ガ
シ
の
苗
な
ど
１
本
ず
つ
丁
寧
に
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
イ
チ
イ
ガ
シ
な
ど

を
植
え
ら
れ
た
皇
后
陛
下
も
植
え
終

わ
っ
た
苗
に
土
を
か
け
、
根
元
部
分
を

手
で
丁
寧
に
な
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
愛
樹

の
誓
い
が
行
な
わ
れ
、
次
大
会
に
向
け

仁
坂
知
事
か
ら
来
年
の
開
催
地
山
口
県

の
二に

い井
知
事
に
大
会
シ
ン
ボ
ル「
木
製
地

球
儀
」が
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
の
う

ち
、
林
野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
の
パ

長
の
横よ
こ

路み
ち

孝た
か

弘ひ
ろ

衆
議
院
議
長
が「
我
が

国
は
国
土
の
約
７
割
を
森
林
が
占
め
る

「
森
林
国
」で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
森
林

を
守
り
育
て
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
た
め
の
活
動
が
広
ま
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
国
際
森

林
年
で
も
あ
り
、
そ
の
中
で
の
植
樹
祭

の
開
催
は
大
変
意
義
深
い
」に
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仁に

坂さ
か

吉よ
し

伸の
ぶ

和
歌
山
県
知
事
は

「
和
歌
山
は
豊
か
で
多
様
な
森
が
あ
り
、

森
の
恵
み
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、林
業
の
衰
退
に
よ
り
、

管
理
さ
れ
な
い
森
が
増
え
て
き
た
中

で
、
民
間
企
業
と
も
協
力
し
、
林
業
の

再
生
と
森
の
保
全
な
ど
に
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と
開
催
県
を
代

表
し
て
挨
拶
。

ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
仁
坂
和
歌

山
知
事
が
訪
れ
、
ま
た
、
展
示
さ
れ
た

樹
種
ご
と
の
製
材
片
に
は
、
訪
れ
る
人

が
み
な
興
味
を
持
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
緑
化
推
進
機
構
の
ブ
ー
ス
で

は
、
国
際
森
林
年
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
な
ど
の
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
よ
る
取
組
の
紹
介
の
ほ
か
、

緑
の
募
金
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
募
金

し
て
く
れ
た
方
た
ち
へ
記
念
品
を
配
布

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
和
歌
山
県
は
、
森
づ
く
り
活

動
に
多
く
の
県
民
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
県
内
各
地
に
植
樹
会
場
を
設
け

る
と
と
も
に
、「
苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス

テ
イ
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
植

樹
祭
の
た
め
に
学
校
で
育
て
た
苗
木
を

使
っ
て
い
ま
す
。
地
域
植
樹
の
参
加
者

は
、
実
施
済
み
の
会
場
と
実
施
予
定
の

会
場
を
合
わ
せ
て
総
数
４
、５
６
０
人

に
上
り
、
計
30
会
場
で
2
万
本
植
樹
さ

れ
ま
す（
12
月
初
旬
頃
ま
で
の
予
定
）。

子どもたちによる愛樹の誓い

皇后陛下によるお手播き

天皇陛下によるお手植え

サ
ー
ビ
ス
広
場

竹ポット苗の披露

竹ポットに種子を捲く皆川林野庁長官


